
１．重要な会計方針

 （１）　有価証券の評価基準及び評価方法

 （２）　固定資産の減価償却の方法

        定率法による。

 （３）　消費税等の会計処理

　 消費税等の会計処理は、税込方式によっている。

２．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

（単位：円）

科目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産

投資有価証券 1,002,900,000 200,000,000 200,000,000 1,002,900,000

小計 1,002,900,000 200,000,000 200,000,000 1,002,900,000

特定資産

褒賞・助成金引当資産 0 3,000,000 0 3,000,000

25周年記念事業積立資産 0 5,000,000 0 5,000,000

公益事業積立資産 0 20,838,476 0 20,838,476

小計 0 28,838,476 0 28,838,476

合計 1,002,900,000 228,838,476 200,000,000 1,031,738,476

３．基本財産及び特定資産の財源の内訳

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

（単位：円）

科目 当期末残高
（うち指定正味財産か
らの充当額）

（うち一般正味財産か
らの充当額）

（うち負債に対応す
る額）

基本財産

投資有価証券 1,002,900,000 ( 1,002,900,000 ) ( 0 ) －

小計 1,002,900,000 ( 1,002,900,000 ) ( 0 ) －

特定資産

褒賞・助成金引当資産 3,000,000 ( 0 ) ( 3,000,000 ) －

25周年記念事業積立資産 5,000,000 ( 0 ) ( 5,000,000 )

公益事業積立資産 20,838,476 ( 20,838,476 ) ( 0 ) －

小計 28,838,476 ( 20,838,476 ) ( 8,000,000 ) －

合計 1,031,738,476 ( 1,023,738,476 ) ( 8,000,000 ) －

満期保有目的の債権は、購入時の取得価額によっている。

財務諸表に対する注記



４．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

（単位：円）

科目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

什器備品 616,581 600,584 15,997

合計 616,581 600,584 15,997

５．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益は、次のとおりである。

（単位：円）

種類及び銘柄 帳簿価額 時価 評価損益 備考

ｵｰｽﾄﾘｱ労働金庫 500,000,000 501,800,000 1,800,000 100円当り100.36円
ﾉﾑﾗﾖｰﾛｯﾊﾟﾌｧｲﾅﾝｽ
ｴﾇﾌﾞｲ No.21469 300,000,000 284,550,000 △ 15,450,000 100円当り94.85円
ﾉﾑﾗﾖｰﾛｯﾊﾟﾌｧｲﾅﾝｽ
ｴﾇﾌﾞｲ No.40656 200,000,000 181,520,000 △ 18,480,000 100円当り90.76円

合計 1,000,000,000 967,870,000 △ 32,130,000

※　満期まで保有の場合、為替リスクは発生しない。

６．指定正味財産から一般正味財産への振替額の内訳

金額

経常収益への振替額

　　基本財産受取利息 17,173,348

　　基本財産受取配当金 2,900,000

20,073,348

内容

合計


